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「卒業おめでとう 温かかった205人」

校長式辞（抜粋）

３年生の皆さん、卒業おめでとう。

私は、この１年で君達から多くの感動をいただきました。震災の影響で行き先が長崎に

変わった修学旅行。実行委員を中心に学年が一つにまとまりました。君達の活動のエネルギ

ーのすごさと集団としての温かさに感心しました。帰校時の集会で私から「感謝」の気持ち

を持とうと宿題を出しましたが、君達は見事それに答えてくれました。ほとんどの子が素直

に「ありがとう」と言えるようになりました。

また、体育大会でも、組体操で学年が一つになりました。入場する前の学

年全員の「おーっ！」という力強いかけ声は、終わった後の君達の涙ととも

に、私の心に今でも鮮明に残っています。

文化発表会では、生徒会執行部や有志を中心にものすごい盛り上がりを見

せました。さすが、中央の３年生だと思える「生徒会劇」に「クラス合唱」

「学年合唱」でした。後輩へのすばらしい文化財産を残してくれました。

クラブ活動でも、最後の最後まであきらめずに全力を尽くす君達の姿に多

くの感動をいただきました。

君達の３年間の業績は、中央の歴史に確かな足跡を残してくれました。

さて、ここで、君達にはなむけの言葉を贈ります。

昨年女子サッカーワールドカップで見事初優勝に輝いた「なでしこジャパ

ン」のキャプテン、澤穂希選手の言葉です。

「大きな舞台ほど萎縮もするし、失敗したらどうしようと不安に思うけれど

も、その舞台に立てている自分が、そこに立つだけの価値を持った存在

だと発想をかえてみることが大切だ。」さらにこう続けます。

「目の前にチャンスの波があるのならば、乗らないで後悔するより、乗

って失敗した方がいい。失敗してもまたやり直せばいいのだから。」

澤選手が訴えているのは、「この場に立てることへの感謝の気持ち」と

「失敗を恐れないチャレンジ精神」の二つです。

あの東日本大震災の直後には、私たちは「今、生きていられるだけで

幸せだ」とか「自分の家で温かいご飯が食べられるだけで幸せだ」とつ

くづく感じたはずです。澤選手は、震災の被災者の方々のことを思い、

心を痛めており、その方たちの復興のエネルギーになればと思い、必死に

戦ったと言っています。でも、終わって優勝を決めた時には、本当にパワ

ーをいただいていたのは、被災者の方たちのがんばりに励まされていた私

たちだったんだとつくづく感じたと言います。

君達にはこれからも、いくつもの困難や試練が待ち構え

ていると思いますが、「感謝の気持ち」と「チャレンジ精神」

を忘れず、試練を乗り切っていってください。期待してい

ます。

一致団結 はばたけ未来

第７期生 ２０５人

［送 辞］ 島 裕聖

［答 辞］ 岸本直人

［式 歌］

「COSMOS」

「虹」

指揮：森田桜希 伴奏：黒澤生実

指揮：東 紀里 伴奏：岡島瑞歩

［演 奏］ 吹奏楽部

担 任 副担任 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術家庭 英 語

1組 夏 井 小 嶋 小 嶋 中 島 大堀・栃下 夏 井 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 三木・桐山

2組 境 栃 下 小 嶋 中 島 境・栃下 夏 井 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 三木・板谷

3組 三 木 大 堀 池 田 中 島 境・大堀 白 木 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 三木・屋敷

4組 中 島 大 堀 池 田 中 島 大堀・山本 夏 井 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 三木・桐山

5組 池 田 桐 山 池 田 中 島 境・大堀 夏 井 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 桐山・森本

6組 大 坂 白 木 池 田 中 島 境・山下 白 木 上 田 天 野 大坂・日下 竹内・田邉 三木・藏

山口学級 山 口 桐 山 山 口 中 島 山 口 橋 本 上 田 天 野 株 本 西森・小島

池田・山本

大堀・長谷川

池内学級 池 内 天 野 池 田 小 嶋 池 田 白 木 上 田 天 野 大 坂

３年生の保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。３年間の本校へのご理解ご協力、ありがとうございました。
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